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（様式6-A）A. 雑誌発表論文による学位申請の場合 
 
      高草木陽介 氏から学位申請のため提出された論文の審査要旨 
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 急性期皮膚反応を、Common Terminology Criteria for Adverse Events version4.0を用いて
評価した。皮膚腫瘍距離(STD)、皮膚最大線量(Dmax)、SX(X Gy(RBE)照射される皮膚の面積)と、
急性期皮膚反応との関連について解析した。P値が0.05未満を有意差があるとした。カットオフ
値の算出にはReceiver operating characteristic曲線を用いた。 
 全例で急性期皮膚反応を認め、Grade1(G1)が15例、Grade2(G2)が7例であった。STDの中央値は
G1群では23mm(幅: 4-60mm)、G2群では5mm(幅: 1-25mm)であった(P = 0.007)。カットオフ値は11
mmで、感度は86％、特異度は87％であった。Dmaxの中央値はG1群では39Gy(RBE)(幅: 24-53Gy(RB
E))、G2群では62Gy(RBE)(幅: 52-72Gy(RBE))であった(P < 0.0001)。カットオフ値は52Gy(RBE)
で、感度は100％、特異度は93％であった。線量面積ヒストグラムの解析ではS30, S40, S50, S6
0で有意差を認め、S40で最もP値が低かった(P = 0.002)。S40の中央値はG1群では0 cm2 (幅: 0-
102 cm2)、G2群では57 cm2(幅: 25-196 cm2)であった。カットオフ値は25 cm2で、感度は100％、
特異度は80％であった。 
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